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いじめ問題解決に向けた教育懇談会を開催

11月26日、地域づくりセンターにて、いじめ問題解決に向け
た教育懇談会が開催されました。今回からPTAとの共催形式で実
施されました。田中教育長をはじめ、教育委員会や学校連絡協議
会の関係者の皆様にも来賓としてご出席いただきました。

•情報発信の工夫 ：内容を簡潔化、少しずつ内容を分ける、紙とデジタル両方で発信。
•掲示場所の活用 ：地域掲示板や公的施設など、目に触れる場所に掲示。
•地域イベント活用：地域行事や学校イベントでPR活動を展開。
•見やすい資料作り：色遣いやビジュアルを工夫し、見やすく魅力的な資料を作成。
•家庭との連携 ：各家庭に配布し、家庭内で掲示するよう促す。

熟議ではこんな意見が出ました

【問い合せ先】 藤岡市立北中学校 ぽ☆ら☆り☆す広報部 TEL：22-1352 FAX:33-1353

地域の力を合わせて みんなで育てるより良い学校

はじめに、第二小学校と神流小学校の取り組みが映像で紹介され、その後、北中学校の
生徒会本部役員が劇を交えていじめ問題に取り組む具体的な活動を報告しました。後半の
熟議ではキャリアアップ・パワープラン（以降「CPP」と呼ぶ）について「①CPPの周知と
活用の拡大」「②CPPの中でいじめ防止につながる重要項目」の2つの議題について、「地
域」と「家庭」で班を分けてグループ協議を行いました。本懇談会を通じて、CPPの周知並
びに、学校・保護者・地域が一体となっていじめ問題に向き合う重要性を再確認しました。

テーマ① CPPの周知と活用の拡大

テーマ② CPPの中でいじめ防止につながる重要項目
•かしこく ：子供が目標に向かい進んで行動し、自他の良さを認める教育の推進。

ネットリテラシーや道徳性の育成。
•心ゆたかに ：親子の会話を増やし、SNSやスマホ利用のルールを学校と家庭で共有。
•社会に生きる：挨拶や地域行事を通じた顔見知りづくりと見守り活動。みそあじ運動

子供が家族や地域の高齢者など多様な相談相手を持てる関係構築。

Hi! 「コミュ」と申します。 - No. 20 -

【問題です】先月号の続きです。「CPP」は「目指す子ども像」として４つのカテゴリーに分かれているよ。

「かしこく」「〇〇〇ゆたかに」「たくましく」「社会に生きる」。 さて〇〇〇に入る言葉はなぁ～んだ？

①実り ②みずたに ③こころ 答え③

「CPP」は、ぽ☆ら☆り☆すの「めざす子ども像」が描かれていて、これからも地域や子供たちみんなの

力で「進化」していこうとしているんだよ。


